
二条
天
皇
　
制
の
　
解
体
　
と
は

ア
　
キ
　
ッ
、
、
ヽ
　
カ
、
、
、
。
　
ノ
　
ー
　
ト

敗
戦
の
翌
年
、
一
九
四
六
年
一
月
一
日
、
天
皇
が
出
し
た
詔
書
は
、
俗
に

「
天
皇
の
人
間
宣
言
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
詔
書
を
基
礎
に
し
て
、
－

九
四
七
年
の
い
わ
ゆ
る
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
こ
に
、
こ
れ
ま
た
い
わ
ゆ

る
象
徴
天
皇
制
の
制
度
上
の
形
式
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
詔
書
は
、
木
下
道
雄
『
宮
中
見
聞
録
』
に
よ
れ
ば
、
天

皇
の
発
意
で
、
当
時
の
首
相
弊
原
喜
重
郎
が
ま
ず
英
文
で
起
草
し
、
そ
の
あ

と
で
日
本
文
に
直
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
詔
書
は
、
た
と
え
ば
い
わ
ゆ
る

終
戦
の
詔
勅
を
起
草
し
た
の
が
安
岡
正
篤
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宮

廷
に
出
入
り
す
る
御
用
学
者
の
筆
に
な
る
の
が
慣
例
な
の
だ
が
、
こ
の
詔
書

の
場
合
は
慣
例
を
破
っ
て
い
る
。
ま
し
て
初
め
に
英
文
で
起
草
さ
れ
た
と
い

う
話
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
占
領
下
に
ふ
さ
わ
し
い
出
自
だ
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
詔
書
を
終
戦
の
詔
勅
と
比
較
検
討
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

そ
の
文
体
に
は
従
来
の
詔
勅
類
に
共
通
す
る
壮
重
な
宮
廷
特
有
の
文
語
体
と
、

近
代
的
な
口
語
調
の
言
い
廻
し
と
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

大

　

沢

　

正

　

道

そ
れ
が
最
初
か
ら
安
岡
正
篤
の
よ
う
な
宮
廷
御
用
学
者
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ

た
も
の
で
な
く
、
お
そ
ら
く
最
初
は
宮
廷
特
有
の
文
語
体
の
熟
練
工
以
外
の

誰
か
が
起
草
し
、
そ
れ
を
そ
の
道
の
熟
練
工
が
手
直
し
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
の
逆
の
慣
序
も
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
も

っ
と
全
般
的
に
口
語
調
の
言
い
廻
し
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ

の
場
合
、
手
直
し
の
意
味
は
詔
書
の
近
代
化
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に

し
て
は
直
し
方
が
不
十
分
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
残
さ
れ
た
口
語
調

の
部
分
は
、
従
来
の
文
語
体
に
は
ど
う
し
て
も
直
し
切
れ
な
い
思
想
を
含
ん

で
い
た
の
だ
、
と
考
え
た
い
。

そ
の
部
分
の
な
か
に
、
こ
の
詔
書
の
な
か
で
最
も
重
要
な
一
節
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
、
だ
か
ら
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
然
レ
ド
モ
朕
ハ
萌
等
国
民
卜
英
二
在
り
、
常
一
－
利
害
ヲ
同
ジ
ウ
シ
休
戚

ヲ
分
タ
ン
ト
欲
ス
。
L
 
I
こ
れ
は
国
民
（
従
来
は
す
べ
て
臣
民
）
を
別
に

す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
詔
勅
と
同
じ
文
体
で
、
独
特
な
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
あ
と
に
続
く
、
「
朕
卜
蘭
等
国
民
ト
ノ
問
ノ
紐
帯
ハ
終

始
相
互
ノ
信
頼
卜
敬
愛
ト
ー
ー
依
り
テ
鰭
．
ハ
レ
、
単
ナ
ル
神
話
卜
伝
説
ト
ー
ー
依

り
テ
生
せ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
天
皇
ヲ
以
テ
親
御
神
ト
ン
且
日
本
国
民
ヲ
以
テ



他
ノ
民
族
二
優
越
セ
ル
民
族
－
一
シ
テ
、
延
テ
世
界
ヲ
支
配
ス
べ
キ
運
命
ヲ
有

ヌ
ル
ト
ノ
架
空
ナ
ル
観
念
一
－
基
ク
モ
ノ
ー
ー
モ
非
ズ
。
」
　
－
　
こ
の
－
節
は
他

の
部
分
と
著
し
く
異
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
独
特
な
リ
ズ
ム
も
な
く
、
用
語

も
古
色
蒼
然
と
は
し
て
い
な
い
。
「
単
ナ
ル
神
話
卜
伝
説
」
　
「
他
ノ
民
族
二

優
越
セ
ル
民
族
」
　
「
世
界
ヲ
支
配
ス
べ
キ
運
命
ヲ
有
ス
ル
…
⊥
等
々
は
、

こ
く
普
通
の
言
い
方
で
あ
り
、
詔
勅
類
に
固
有
の
威
儀
は
な
い
。
そ
れ
は
威

儀
の
つ
け
よ
ぅ
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
詔
勅
類
に
固
有
の
威

儀
は
、
そ
れ
が
ア
キ
ッ
、
、
、
カ
、
・
、
（
親
御
神
）
　
の
言
葉
と
し
て
発
せ
ら
れ
る
も

の
な
る
が
ゆ
え
に
整
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
キ
ッ
ミ
カ
、
・
、
を
否
定
す
る
く

だ
り
が
ア
キ
ッ
・
・
、
力
・
・
、
の
言
葉
で
葺
か
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
自
体
、
自
己
矛

盾
に
陥
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
キ
ッ
・
、
、
カ
、
、
、
と
い
う
詩
は
、
た
い
た
い
大
化
の
改
新
の
名
で
呼
ば
れ
る

律
令
国
家
の
確
立
以
後
、
つ
ま
り
七
世
紀
後
半
以
後
に
公
的
な
用
語
と
し
て

定
着
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
そ
の
頃
に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
、
現
存
の
祝
詞
（
ノ
リ
ト
）
の
な
か
で
最
も
古
い
も
の
に
属
す
る
『
出
雲

国
造
神
賀
詞
』
や
『
中
臣
寿
詞
』
を
み
る
と
、
「
明
御
神
（
ア
キ
ッ
・
、
、
カ
・
、
、
）

と
大
八
嶋
国
（
オ
ホ
ヤ
シ
マ
ク
一
一
）
知
ら
し
食
（
メ
）
す
天
皇
命
（
ス
メ

ラ
、
・
、
コ
ト
）
　
の
大
御
世
を
…
‥
」
、
「
親
御
神
（
ア
キ
ッ
・
、
、
力
、
、
、
）
と
大
八

嶋
国
知
ら
し
食
す
、
大
倭
板
子
天
皇
（
オ
ホ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
ス
メ
ラ
）
が
御
前

（
・
、
、
マ
エ
）
　
に
…
…
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
一
八
年
に
公
布
さ
れ

た
養
老
令
の
注
釈
書
『
令
義
解
』
に
は
、
当
時
の
詔
書
・
勅
旨
の
書
式
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
ア
キ
ッ
・
、
、
カ
、
、
、
の
語
が
み
え
る
。
「
明
神
御

幸
日
本
天
皇
詔
旨
（
ア
キ
ッ
、
・
、
力
・
・
、
ア
メ
ノ
ン
タ
ン
ロ
ン
メ
ス
ヤ
マ
ト
ノ
ス

メ
ラ
・
、
、
コ
ト
ノ
オ
ホ
・
・
、
コ
ト
ラ
マ
）
」
　
（
重
要
な
外
交
文
書
の
場
合
の
冒
頭

の
書
き
出
し
）
、
「
明
神
御
幸
天
皇
詔
旨
（
ア
キ
ッ
、
・
、
カ
・
、
、
ア
メ
ノ
ン
タ
シ

ロ
ン
メ
ス
ス
メ
ラ
、
、
、
コ
ト
ノ
オ
ホ
ミ
コ
ト
ラ
マ
）
」
　
（
二
次
的
な
外
交
文
書

の
場
合
）
、
「
明
神
御
大
八
洲
天
宣
詔
旨
　
（
ア
キ
ッ
、
、
、
カ
、
、
、
オ
ホ
ヤ
シ

マ
グ
ー
ー
シ
ロ
ン
メ
ス
ス
メ
ラ
、
、
、
コ
ト
ノ
オ
ホ
ミ
コ
ト
ラ
マ
）
」
　
（
重
要
な
国

内
行
事
の
場
合
）
、
「
天
皇
詔
旨
（
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
ノ
オ
ホ
・
・
、
コ
ト
ラ
マ
）
」

（
二
次
的
な
国
内
行
事
の
場
合
）
、
「
詔
旨
」
　
（
三
次
的
な
国
内
行
事
の
場

合
）
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
に
載
っ
て
い
る
六
十
二
篤
の
宣
命
は
、
い
わ
ば
『
令
義
解
』

で
例
示
し
た
書
式
の
具
体
例
と
い
え
る
か
ら
、
当
然
、
ア
キ
ッ
・
・
、
カ
ミ
で
始

ま
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
宣
命
の
う
ち
最
も
古
い
の
は
文
武
帝

の
即
位
の
宣
命
（
六
九
七
年
）
　
で
、
最
も
新
し
い
の
は
桓
武
帝
の
七
八
九
年

の
目
付
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
半
は
奈
良
朝
の
時
期
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
間
約
百
年
を
数
え
る
が
、
書
式
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
煩
を

い
と
わ
ず
列
挙
し
て
お
こ
う
。

「
現
つ
御
神
と
大
八
嶋
国
知
ら
し
め
す
天
皇
（
ス
メ
ラ
）
」
　
「
現
つ
神
と

八
洲
（
オ
ホ
ヤ
シ
マ
グ
一
一
）
御
幸
（
シ
ロ
ン
メ
）
す
倭
板
子
天
皇
（
ヤ
マ
ト

ネ
コ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
）
」
　
「
現
つ
神
と
御
幸
「
ア
メ
ノ
シ
タ
シ
ロ
ン
メ
）
す

倭
板
子
天
皇
」
　
「
現
つ
神
と
大
人
洲
知
ら
し
め
ず
倭
板
子
天
皇
」
　
「
明
つ
神

と
大
人
洲
知
ら
し
め
す
天
皇
」
　
「
現
つ
神
と
坐
（
イ
マ
）
す
倭
板
子
天
皇
L

I
I
∴
以
上
の
五
程
類
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
古
事
記
』
に
は
ア
キ
ッ
ミ
カ
、
、
、
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
日
本
書

紀
』
『
万
葉
集
』
に
は
こ
く
僅
か
だ
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』

の
場
合
は
次
の
五
カ
所
で
あ
る
。
「
明
神
御
幸
日
本
天
皇
（
ア
キ
ッ
ミ
カ
・
、
、

ト
ア
メ
ノ
ン
タ
ン
ロ
ン
メ
ス
ヤ
マ
ト
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
）
　
」
　
（
孝
徳
帝
六
四



五
年
七
月
、
高
麗
お
よ
び
百
済
の
使
節
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
詔
旨
）
、
「
明
神

御
幸
日
本
板
子
天
皇
」
　
（
幸
徳
帝
六
四
六
年
二
月
、
群
臣
へ
の
詔
旨
）
、
「
現

為
明
神
御
八
島
国
天
皇
（
ア
キ
ッ
・
、
、
カ
、
、
、
ト
オ
ホ
ヤ
シ
マ
タ
ー
一
シ
ロ
シ
メ
ス

ス
メ
ラ
、
、
、
コ
ト
）
」
　
（
善
徳
帝
六
四
六
年
三
月
、
皇
太
子
中
大
兄
皇
子
の
後

妻
）
、
「
明
神
御
大
八
洲
日
本
板
子
天
皇
」
　
（
天
武
帝
六
八
四
年
一
月
、
群

臣
へ
の
詔
旨
）
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
漢
文
の
詔
旨
の
冒
頭
に
冠
せ
ら
れ
て

い
る
の
ー
だ
が
、
そ
れ
は
本
来
は
和
文
で
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
詔
旨
を
、
『
日

本
書
紀
』
に
収
め
る
際
に
渓
訳
し
、
こ
の
部
分
だ
け
は
漠
訳
し
ょ
ぅ
が
な
い
の

で
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
詔
勅
類
に
は
和
文
と
漢
文
の
二
通
り
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
平
安

朝
以
後
は
漢
文
が
主
流
と
な
り
、
詔
勅
と
い
え
ば
漢
文
で
、
と
く
に
和
文
で

書
か
れ
た
天
皇
の
公
式
文
書
は
宣
命
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、

ア
キ
ッ
ミ
カ
ミ
は
和
文
の
も
の
に
し
か
周
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
こ
の

語
が
漢
語
成
立
以
前
の
古
代
日
本
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
に
は
一
カ
所
だ
け
み
ら
れ
る
。
巻
六
に
収
め
ら
れ
た
「
久
通

（
ク
ー
一
）
　
の
新
京
を
讃
な
る
歌
」
で
あ
る
。

明
つ
神
（
ア
キ
ッ
、
、
、
カ
・
、
、
）
　
吾
が
皇
（
オ
ホ
キ
ミ
）
　
の
　
天
の
下
　
八

島
の
中
に
　
国
は
し
も
　
多
く
有
れ
ど
も
　
里
は
し
も
　
さ
ば
に
有
れ
ど
も

山
並
の
　
宜
し
き
国
と
　
川
次
の
　
立
ち
合
ふ
郷
と
　
山
代
の
　
鹿
常
山

（
カ
セ
ヤ
マ
）
　
の
際
に
　
官
柱
　
太
敷
き
奉
り
　
高
知
ら
ず
　
布
当
（
フ

グ
キ
）
　
の
宮
は

久
適
は
聖
武
帝
が
一
時
都
を
移
し
た
恭
仁
宮
（
ク
ニ
ノ
ミ
ヤ
）
　
で
あ
る
。

そ
れ
は
七
四
一
年
八
月
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
歌
が
作
ら
れ
た
の
は

そ
の
頃
で
あ
ろ
う
。
山
背
（
ヤ
マ
ン
ロ
）
　
の
木
津
川
の
ほ
と
り
に
作
ら
れ
た

恭
仁
宮
は
数
年
足
ら
ず
で
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
の
世
に
も
御
用
詩
人
は

い
る
よ
う
だ
。
た
だ
彼
は
ア
キ
ッ
・
、
、
力
、
、
、
の
考
証
の
た
め
に
は
貴
重
な
貢
献

を
し
て
く
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

す
で
に
み
て
き
た
と
お
り
、
ア
キ
ッ
・
、
、
カ
ミ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
漢
字
が
あ

て
ら
れ
て
い
る
。

現
つ
神
、
現
つ
御
神
、
親
御
神
、
現
為
明
神
、
明
つ
神
、
明
神
、
明
御
神

な
ど
で
、
ア
キ
ッ
カ
、
、
、
と
か
ア
ラ
ミ
カ
、
、
、
と
か
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
姿
を
現
わ
し
て
い
る
神
、
あ
る
い
は
姿
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
神
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
古
代
で
は
神
は
姿
を
現
わ
さ

な
い
の
が
普
通
な
の
だ
が
、
と
く
に
姿
を
現
わ
し
た
神
、
と
い
う
こ
と
で
こ

の
名
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
普
通
の
解
釈
で
あ
る
。

本
居
宣
長
は
、
『
歴
朝
謹
話
解
』
で
、
「
此
の
言
は
、
天
皇
は
世
に
現

（
ウ
ツ
）
　
し
て
坐
（
ィ
マ
）
ま
す
御
神
に
し
て
天
の
下
し
ら
し
め
す
よ
り
、

景
行
天
皇
紀
、
雄
略
天
皇
紀
に
現
人
神
と
あ
る
も
同
じ
意
な
り
」
と
述
べ
て

い
る
。
聖
武
帝
即
位
の
宣
命
（
七
二
四
年
）
に
も
、
「
…
…
是
の
平
城
大
宮

（
ナ
ラ
ノ
オ
オ
・
、
、
ヤ
）
　
に
現
つ
御
神
と
坐
し
て
、
大
八
嶋
国
知
ら
し
め
し
て

…
」
と
あ
り
、
ア
キ
ッ
・
、
、
カ
、
、
、
と
は
姿
を
現
わ
し
た
神
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
巻
三
の
巻
頭
に
あ
る
柿
本
人
麻
呂
の
歌
、
「
皇
（
オ

ホ
キ
、
・
、
）
は
　
神
に
し
座
（
マ
）
せ
ば
　
天
雲
の
　
雷
の
上
に
∴
塵
為
（
イ

ボ
リ
ス
）
　
る
か
も
」
は
、
天
皇
が
神
で
あ
る
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
と
し
て
有

名
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
天
皇
讃
歌
は
『
万
葉
集
』
の
う
ち
に
い
く
つ
か
あ
る
。

し
か
し
、
宣
長
が
同
義
だ
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
中
の
ア
ラ
ビ
ト
ガ
・
・
、
は
、

厳
密
に
は
同
義
と
も
言
い
が
た
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
景
行
紀
に
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
日
本
武
尊
が
陸
奥
国
に
遠
征
し
、
蝦
夷
の
大
将
を
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し
た
く
だ
り
で
あ
る
。
「
～
仰
ぎ
て
君
の
容
（
・
、
、
力
水
）
を
視
れ
ば
人

倫
（
ヒ
ト
）
に
秀
れ
た
ま
へ
り
。
若
し
く
は
神
か
。
欲
知
姓
名
（
－
、
、
ナ
ウ
ケ

ク
マ
ハ
ラ
ン
）
。
王
〔
日
本
武
尊
を
指
す
〕
対
へ
て
白
く
、
吾
れ
は
足
れ
現

人
神
（
了
ラ
ヒ
ト
ガ
、
、
、
）
　
の
子
な
り
。
…
・
⊥

こ
こ
で
い
う
ア
ラ
ビ
ト
ガ
ミ
は
ま
さ
に
天
皇
の
こ
と
で
あ
り
、
ア
キ
ッ
、
、
、

力
、
、
、
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
な
じ
景
行
紀
で
、
景
行
帝
が
日
本

武
尊
に
つ
い
て
述
べ
た
個
所
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

「
…
今
朕
汝
の
人
と
為
り
祭
（
・
、
、
）
る
に
、
身
体
長
大
（
ム
タ
ロ
タ
カ

タ
）
、
容
姿
端
正
（
力
水
キ
ラ
キ
ラ
ン
）
、
力
能
く
鼎
を
虹
（
ア
）
ぐ
、
薙

ぎ
こ
と
雷
電
の
如
く
、
向
う
所
前
（
カ
タ
ギ
）
無
く
、
攻
む
る
所
必
ず
勝
つ
。

即
ち
知
る
、
形
は
則
ち
我
が
子
に
て
、
実
（
ム
ザ
ネ
）
は
即
ち
神
大
（
カ
、
、
、
）

な
り
。
…
…
」

こ
こ
で
カ
・
、
、
と
さ
れ
て
い
る
の
は
天
皇
で
は
な
く
、
天
皇
の
多
く
の
子
の

一
人
で
あ
る
。
天
皇
が
ア
キ
ッ
・
、
、
カ
、
・
、
も
し
く
は
ア
ラ
ビ
ト
ガ
、
・
、
で
あ
る
の
は
、

天
つ
日
嗣
す
な
わ
ち
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
水
、
・
、
力
・
、
、
の
継
承
者
な
る
が
ゆ
え
だ

が
、
日
本
武
尊
が
神
大
（
カ
・
、
、
）
で
あ
る
の
は
、
武
勇
に
ひ
と
き
わ
す
ぐ
れ

た
英
雄
だ
っ
た
か
ら
に
は
か
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
の
雄
略
紀
の
例
で
は
、
葛
城
山
で
雄
略
帝
が
出
会
っ
た
一
事
主

神
（
ヒ
ト
コ
ト
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）
が
「
現
人
之
神
（
ア
ラ
ビ
ト
ノ
カ
・
、
、
）
」
を

名
乗
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
一
事
主
神
が
「
長
（
タ
ケ
タ
カ
）
を
人
」

と
し
て
姿
を
現
わ
し
、
雄
略
帝
と
狩
猟
を
楽
し
み
、
神
と
行
動
を
と
も
に
し

た
天
皇
の
徳
を
称
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
も
し
天
皇
が
も
と
も
と
ア
ラ
ビ
ト
ガ
・
、
、
と
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
あ
る
神
と
行
を
と
も
に
し
た
と
て
不
思
議
は
な
い
は
ず
で
、
こ
の
こ

と
が
天
皇
の
徳
を
称
え
ろ
根
拠
に
な
る
の
は
、
逆
に
天
皇
の
神
性
が
文
字
通

り
に
受
け
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
証
拠
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
こ
の

記
述
は
、
ア
ラ
ビ
ト
ガ
ミ
に
な
る
の
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
水
・
、
、
カ
、
、
、
喧
系
の
天

皇
だ
け
で
な
く
、
別
系
統
の
神
も
ま
た
、
時
に
人
の
喪
を
取
っ
て
現
わ
れ
る
、

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
し
か
も
興
味
深
い
こ
と
は
、

人
の
姿
を
取
っ
て
現
わ
れ
た
神
が
「
長
さ
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
点
で
、

そ
の
例
と
逆
に
人
で
あ
り
な
が
ら
神
と
も
目
さ
れ
た
日
本
武
尊
も
ま
た
、
「
身

体
長
大
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
丈
高
さ
こ
と
は
、
古
代
人
に
と
っ
て
「
カ

、
・
、
」
の
条
件
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ア
キ
ッ
ミ
カ
・
・
、
の
場
合
と
異
な
り
、
ア
ラ
ヒ
ト
ガ
・
、
、
の
場
合
は
、
先
ん
に

天
皇
の
み
指
す
の
で
は
な
く
、
神
が
人
の
姿
と
な
っ
て
現
あ
れ
走
り
、
人
が

神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
り
す
る
際
に
も
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
以
上
の
例
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
次
の
『
万
葉
集
』
や
『
大
鏡
』
の
例
は
、
そ
れ
が

『
日
本
書
紀
』
に
か
き
ら
れ
ず
、
も
っ
と
一
般
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
万
葉
集
』
巻
六
に
収
め
ら
れ
た
歌
で
は
「
…
‥
蒸
け
ま
く
も
　
ゆ
ゆ
し

恐
（
カ
シ
コ
）
し
　
住
吉
（
ス
ミ
ノ
エ
）
の
　
あ
ら
入
神
　
船
の
細
に
∴
う

し
は
さ
賜
ひ
　
付
き
賜
わ
ん
…
…
」
と
あ
る
。
「
住
吉
の
　
あ
ら
入
神
」
と

は
、
摂
津
の
住
吉
神
社
に
祀
ら
れ
た
神
を
さ
し
、
古
く
か
ら
国
家
鎮
護
・
航

海
安
全
の
神
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
一
言
主
神
が
ア
ラ
ビ
ト
ガ
、
、
、

と
呼
ば
れ
た
の
と
お
な
じ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
大
鏡
』
に
み
ら
れ
る
「
た
だ
今
の
北
野
の
宮
と
申
し
て
、
現

人
神
に
お
は
し
ま
す
め
れ
」
の
ア
ラ
ビ
ト
ガ
・
、
、
は
北
野
天
神
に
祭
ら
れ
た
菅

原
道
真
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
日
本
武
尊
の
ケ
ー
ス
の
変
型
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
日
本
武
尊
の
場
合
は
生
き
て
い
る
う
ち
に
す
で
に
力
、
、
、
と

目
さ
れ
た
の
だ
が
、
菅
原
道
真
は
死
ん
だ
の
ち
に
カ
、
、
、
に
祀
ら
れ
た
。
そ
れ
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も
元
入
固
定
か
ら
、
ア
ラ
ビ
ト
ガ
・
、
、
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
例
証
は
了
ラ
ビ
ト
ガ
・
・
、
と
い
う
観
念
の
も
と
も
と
の
原
型
が
、

人
並
み
す
ぐ
れ
た
超
能
力
や
超
体
力
の
持
主
に
対
す
る
畏
怖
の
念
に
発
し
て

い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

古
代
で
は
神
は
姿
を
現
わ
さ
な
い
の
が
普
通
だ
と
、
普
通
は
解
釈
さ
れ
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
『
日
本
書
紀
』
な
ど
古
代
の
文
献
に
は
神
と
名
づ
け
ら

れ
な
が
ら
、
昌
に
見
え
ぬ
存
在
と
い
う
よ
り
も
実
在
の
人
間
と
解
釈
し
た
方

が
適
切
と
お
も
わ
れ
る
例
が
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
る
。
ア
ラ
ブ
ル
カ
、
、
、
、
ア

シ
キ
カ
、
・
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

愚
行
紀
の
日
本
武
尊
戦
争
話
の
く
だ
り
に
、
「
…
…
…
唯
吉
備
の
穴
済
神

（
ア
ナ
ワ
タ
リ
ノ
カ
、
、
、
）
、
難
波
の
相
済
神
（
カ
シ
ハ
ワ
タ
リ
ノ
カ
、
、
、
）
、

皆
書
（
ヤ
ブ
ル
）
　
心
有
り
、
以
て
毒
気
（
ア
ヤ
シ
キ
イ
キ
）
　
を
放
ち
て
路
人

（
・
、
、
チ
ユ
キ
ヒ
ト
）
を
苦
し
蓋
し
む
並
に
禍
害
（
マ
ガ
）
の
鼓
（
モ
ト
）
た

り
。
放
れ
悉
に
其
の
悪
神
を
殺
し
て
、
並
に
水
陸
（
、
・
、
ズ
タ
カ
）
の
径
（
・
、
、

チ
）
　
を
開
く
。
…
…
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
悉
神
（
ア
シ
キ
カ
、
、
、
）
　
は
、
そ

の
名
前
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
渡
る
の
が
難
儀
な
街
道
の
渡
河
地
そ
の

も
の
を
指
し
て
い
る
、
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
渡
河
の
困
難
な
地
形
を
形

象
化
し
て
カ
、
・
、
に
見
立
て
る
、
と
い
う
の
は
古
代
人
の
場
合
珍
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
「
悪
神
を
殺
」
十
と
は
、
そ
の
場
合
、
ど
う
い
う
行

為
を
さ
す
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
く
だ
り
の
す
ぐ
前
に
「
是
を
以
て
西
州
（
－
一

シ
ノ
ク
一
－
）
既
に
謹
（
シ
ズ
）
ま
り
て
、
百
姓
（
オ
水
、
・
、
タ
カ
ラ
）
　
無
事

（
シ
ズ
カ
）
な
り
。
」
と
あ
る
。
こ
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
、
穴
済
神
、
相
済
神

を
旅
行
困
難
な
地
形
の
形
象
化
と
み
る
こ
と
は
自
然
で
な
い
。
む
し
ろ
街
道

の
険
所
に
出
演
す
る
盗
賊
か
ゲ
リ
ラ
の
一
団
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
す
こ
し
先
の
「
・
…
・
・
今
東
国
安
か
ら
ず
し
て
、
暴
神
（
ア
ラ

ブ
ル
カ
・
、
、
）
多
く
起
る
。
亦
蝦
夷
悉
に
叛
き
て
、
屡
人
民
を
略
（
ガ
ス
）
む
。

…
」
の
宗
祇
は
目
に
見
え
ぬ
神
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
実
在
の
人
で
あ
う

ぅ
か
。
文
脈
を
辿
っ
て
い
く
と
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
暴
神
と
蝦
夷
と
も
霊
的
な
も
の
と
現
世
的
な
も
の
と
に
区
別
す
る
受

け
取
り
方
は
い
さ
さ
か
神
と
い
う
文
字
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る
。
む
し
ろ
、

こ
の
場
合
の
暴
神
も
、
盗
賊
や
ゲ
リ
ラ
、
叛
徒
の
ー
団
と
解
し
た
方
が
自
然

で
あ
る
。
蝦
夷
と
対
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
民
族
的
な
区
別
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
し
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
古
代
で
は
普
通
神
は
姿

を
現
わ
さ
な
い
、
と
い
う
主
張
は
か
な
ら
ず
し
も
妥
当
で
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
少
な
く
と
も
、
実
在
す
る
、
あ
る
種
の
超
能
力
も
し
く
は
超
体
力

の
持
主
を
力
・
、
、
と
目
し
た
時
期
の
あ
っ
た
こ
と
は
寵
め
ら
れ
な
く
で
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
段
階
で
は
、
カ
、
・
、
と
ヒ
ト
と
の
し
き
り
は
か
な
り
あ
い

ま
い
て
あ
り
、
カ
ミ
が
と
ト
で
あ
っ
た
り
、
ヒ
ト
が
カ
、
、
、
で
あ
っ
た
り
、
か

な
り
自
由
に
往
来
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ア
ラ
ビ
ト
ガ
・
、
、
に
み
ら
れ
る
い
く
つ
も
の
用
例
は
、
こ
の
よ
う
な
段
階
の

古
代
人
の
意
識
の
反
映
も
し
く
は
道
制
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
偉
人
、
英
機

を
祭
神
と
す
る
例
は
豊
臣
秀
吉
の
豊
国
神
社
、
徳
川
家
康
の
東
照
宮
な
ど
か

ら
、
戦
死
者
を
祀
る
靖
国
神
社
に
い
た
る
ま
で
、
連
綿
と
し
て
続
い
て
い
る
。

古
代
人
の
用
語
を
用
い
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
祭
神
は
こ
と
ご
と
く
ア
ラ
ビ
ト
ガ

・、、である。
こ
こ
に
は
問
題
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
神
社
が
小
さ
も
な
あ



な
ん
ら
か
の
形
で
存
続
し
、
一
定
の
尊
崇
を
受
け
て
い
ろ
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
な
か
に
古
代
人
の
心
性
が
生
き
続
け
て
い
る
こ

と
の
証
拠
で
も
あ
る
。
ヒ
ト
が
力
、
・
、
に
な
り
か
ね
る
こ
と
を
あ
や
し
ま
め
ば

か
り
か
、
そ
の
よ
う
な
カ
、
、
、
に
拍
手
し
、
礼
拝
す
る
こ
と
が
習
俗
化
し
て
い

る
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
天
皇
が
独
占
す
る
こ
と
に
な
る
了
ラ
ビ
ト
ガ
、
、
、
信

仰
の
裾
野
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
題
の
筆
一
は
、
こ
の
よ
う
に
多
義
で
あ
っ
た
ア
ラ
ビ
ト
ガ
、
・
、
が
、
や
が

て
天
皇
の
み
に
用
い
ら
れ
、
ア
ラ
ビ
ト
ガ
ミ
即
天
皇
と
解
せ
ら
れ
る
に
の
た

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
本
居
宣
長
が
ブ
ラ
と
ト
ガ
、
・
・
を
ア
キ
ッ
、
、
、
力
、
・
・
と
同

義
語
と
述
べ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ア

キ
ッ
、
・
、
カ
、
、
、
は
初
め
か
ら
天
皇
の
み
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る。

こ
こ
で
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
は
、
ア
キ
ッ
ミ
カ
、
、
、
が
公
的
な
用
語
と
し

て
定
着
し
な
の
は
律
令
国
家
の
確
立
以
後
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

古
代
に
お
け
る
国
家
統
一
の
要
請
を
扱
き
に
し
て
、
こ
の
語
の
成
立
と
定
着

は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
段
階
以
後
、
政
治
用
語
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ア
ラ
ビ
ト
ガ
、
・
、
が
天
皇
の
み
に
独
占
さ
れ
て
い
っ
た
経
過
も
、
お
そ
ら

く
お
な
じ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
過
程
に
併
行
し
て
、
神
観
念
の
変
革
と
体
系
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
か
な
り
あ
い
青
い
で
あ
っ
た
カ
、
・
、
と
ヒ
ト
と
の
ま
じ
き
り
が
明
確
に

さ
れ
、
力
・
、
、
は
天
皇
以
外
は
姿
を
現
わ
さ
な
い
と
す
る
一
種
の
神
学
が
樹
立

さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
の
権
威
は
た
か
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
伊
勢

神
宮
を
頂
点
と
す
る
神
社
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
（
神
祇
制
度
）
が
導
入
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
神
社
神
道
を
成
立
さ
せ
た
。
伊
勢
神
宮
は
も
と
も
と
天
皇
家
の
氏

神
で
あ
り
、
天
皇
は
伊
勢
神
宮
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
こ
と
も
ま

た
天
皇
の
権
威
を
不
動
の
も
の
と
す
る
上
に
役
立
っ
た
。
石
井
良
助
が
つ
と

に
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
天
皇
制
と
伊
勢
神
宮
の
関
連
は
、
天
皇
制
の
存

続
を
理
解
す
る
上
に
、
重
要
な
キ
イ
・
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
幕
末
の
「
え
え

じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
明
治
天
皇
制
国
家
の
成
立
と
、
ど
こ
か
で
通
底
し
て
い

る
と
い
ぅ
仮
説
も
、
あ
る
い
は
成
立
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
玉
律
』
一
之
巻
の
冒
頭
で
、
平
田
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
現
人
乃
神
（
ア
ラ
ビ
ト
ノ
カ
・
、
、
）
と
は
、
古
再
話
を
始
め
古
書
ど
も
に

天
皇
命
（
ス
メ
ラ
・
、
、
コ
ト
）
の
御
車
（
オ
ム
コ
ト
）
を
現
人
神
と
も
遠
神

（
ト
オ
ツ
カ
・
・
、
）
と
も
由
せ
り
。
そ
ば
掛
ま
く
も
良
き
申
し
言
（
ゴ
ト
）
な

が
ら
、
天
皇
も
御
大
（
オ
ム
ヒ
ト
）
に
は
御
坐
（
オ
ハ
シ
こ
せ
ど
も
、
天

照
日
大
御
神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ノ
オ
ホ
・
、
、
カ
ミ
）
　
の
正
し
さ
御
統
（
、
・
、
ス
ヂ
）

に
お
は
し
坐
（
マ
ン
）
で
、
凡
人
（
タ
ダ
ピ
ト
）
と
は
達
に
遠
く
、
御
尊
さ

の
類
な
く
御
坐
（
オ
ハ
シ
ャ
）
ま
す
が
故
に
、
人
と
現
は
れ
御
坐
す
神
と
い

ふ
義
（
っ
コ
〇
）
を
も
て
、
上
代
よ
り
か
く
称
（
マ
ヲ
）
し
奉
れ
る
な
り
。

い
わ
ゆ
る
惟
神
（
カ
ム
ナ
ガ
ラ
）
　
の
道
の
復
興
に
と
も
な
っ
て
、
ア
キ
ッ

ミ
カ
、
、
、
や
ア
ラ
ビ
：
ト
ガ
・
、
、
が
ふ
た
た
び
問
題
に
さ
れ
て
さ
た
こ
と
は
、
こ
く

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
は
カ
、
、
、
に
対
す
る
古
代
人

と
近
代
人
の
観
念
の
微
妙
な
相
違
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
古

代
人
の
意
識
の
な
か
で
、
カ
ミ
は
は
じ
め
あ
る
種
の
超
能
力
も
し
く
は
超
体

力
の
持
主
へ
の
畏
怖
の
念
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
次

第
に
不
可
視
の
存
在
へ
と
配
り
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
て
も
、
な
お
h
ぅ
な
れ
ば

人
間
臭
さ
を
伴
っ
て
い
た
。
カ
、
・
、
と
ヒ
ト
と
は
意
識
の
な
か
で
同
棲
し
て
い

た
。
し
か
し
、
近
代
人
に
と
っ
て
力
・
、
、
は
少
な
く
と
も
意
識
の
上
で
は
ヒ
ト
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と
断
絶
し
、
ヒ
ト
の
上
に
君
臨
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
近
の
音
韻
学
の
研

究
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
カ
・
・
、
の
語
源
を
上
（
カ
、
、
、
）
　
に
求
め
る

説
は
、
逆
に
近
代
人
の
神
観
念
の
構
造
を
あ
ら
わ
に
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

『
玉
緯
』
に
あ
っ
て
は
さ
き
の
文
事
に
つ
づ
い
て
、
了
ラ
ビ
ト
ガ
・
・
、
は
天

皇
の
み
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
住

吉
神
な
ど
、
異
な
っ
た
用
例
の
あ
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

壮
大
な
神
学
を
構
想
し
た
篤
胤
の
場
合
、
こ
の
注
記
が
も
っ
思
想
的
な
意
味

は
切
り
棄
て
ら
れ
、
逆
に
カ
・
、
、
は
ま
す
ま
す
神
聖
に
し
て
犯
す
べ
か
ら
ざ
る

絶
対
者
へ
と
祀
り
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
ア
ラ
ビ
ト
ガ
ミ
あ
る
い
は

ア
キ
ッ
ミ
カ
ミ
の
神
性
を
い
や
が
上
に
も
た
か
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

も
と
も
と
政
治
用
語
と
し
て
確
立
さ
れ
た
ア
キ
ッ
・
・
、
カ
、
、
、
が
、
明
治
以
後

の
天
皇
制
国
家
で
改
め
て
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
べ
つ
に
考
察
さ
れ

な
く
て
ほ
な
ら
な
い
が
、
そ
の
ア
キ
ッ
ミ
カ
、
、
、
と
律
令
国
家
時
代
の
ア
キ
ッ

ミ
カ
、
、
、
と
の
意
味
内
容
に
か
な
り
質
的
な
相
違
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
記
述
か
ら
十
分
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

い
ま
や
天
皇
制
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
一
種
の
流
行
と
も
な
っ
た
。
し

か
し
、
天
皇
制
の
も
つ
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
構
造
は
漸
く
解
明
さ
れ
は
じ
め

た
ば
か
り
で
あ
る
。
天
皇
は
自
ら
「
天
皇
ヲ
以
テ
親
御
神
」
と
す
る
の
は

「
架
空
ナ
ル
観
念
」
だ
と
宣
言
し
た
が
、
ア
キ
ッ
ミ
カ
ミ
を
た
だ
「
架
空
ナ

ル
観
念
」
の
一
言
で
葬
り
去
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
の
で
あ
る
。

㌻ 特
集
　
　
天
皇
制
の
解
体
と
は

ア
　
ナ
　
キ
　
ス
　
ト
　
と
　
天
　
皇
制
破
　
裳

－
　
大
島
英
三
郎
氏
に
聞
く
　
ー

1
　
は
じ
め
に

一
九
六
九
年
一
月
二
日
、
庭
例
と
さ
れ
て
い
る
皇
居
へ
の
「
国
民
の
新
年

の
一
般
参
賀
」
の
日
に
、
天
皇
は
、
そ
の
存
在
の
た
め
に
生
活
を
奪
わ
れ
た

「
国
民
」
の
直
接
の
筑
議
行
動
を
二
度
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
天
皇

と
、
天
皇
を
支
え
る
体
制
、
そ
し
て
警
備
当
局
は
、
そ
れ
ら
の
抗
議
が
、
究

極
的
に
は
天
皇
個
人
の
肉
体
的
破
霞
か
ら
天
皇
制
そ
の
も
の
の
抹
殺
・
打
倒

を
指
向
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
天
皇
が
国
民
か
ら
狙
撃
の
対
象

構

成

＝

編

集

部

と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
を
承
認
し
、
急
拠
い
わ
ゆ
る
「
お
立
ち
台
」
に
最
上

質
の
部
厚
い
防
弾
ガ
ラ
ス
を
め
ぐ
ら
し
、
以
後
、
天
皇
と
国
民
と
の
「
交
歓
」

は
、
そ
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
六
九
年
一
月
二
日
に
天
皇
は
、
元
「
皇
軍
」
兵
士
央
崎
諌
三
氏
か
ら

．
ハ
チ
ン
コ
玉
で
狙
撃
さ
れ
、
ま
た
、
K
氏
と
大
島
英
一
二
郎
氏
が
国
民
の
税
金

に
よ
っ
て
新
装
さ
れ
た
彼
の
　
（
住
居
）
　
の
庭
で
発
煙
筒
を
燃
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
が
「
人
間
」
と
な
っ
た
h
ま
も
、
ま
だ
国
民
に
撒
対
し
て
い
る
と
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い
う
豊
実
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

奥
崎
氏
の
、
い
わ
ゆ
る
「
皇
居
．
ハ
チ
ン
コ
玉
事
件
」
に
つ
い
て
は
、
『
ヤ

マ
ザ
キ
、
天
皇
を
撃
て
』
　
（
三
一
書
房
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
ま
た
、
大

島
氏
た
ち
の
「
皇
居
発
煙
筒
事
件
」
に
つ
い
て
は
、
『
天
皇
制
破
壊
へ
の
渦

動
』
　
（
ギ
ロ
チ
ン
社
・
ネ
ー
ビ
ス
社
・
黒
色
戦
線
社
の
共
同
出
版
）
と
し
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
書
と
も
、
「
事
件
」
の
裁
判
記
録

で
あ
る
性
格
上
、
「
被
告
」
と
さ
れ
た
彼
ら
の
な
ま
の
主
張
が
整
理
さ
れ
て

お
り
、
行
動
の
経
緯
が
「
裁
判
」
の
樺
の
中
に
入
る
よ
う
捨
象
さ
れ
て
は
い

る
が
、
そ
こ
か
ら
彼
ら
の
「
天
皇
制
談
義
」
へ
の
パ
ト
ス
と
論
理
を
読
み
と

る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

本
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』
編
集
委
員
会
は
、
天
皇
制
に
つ
い
て
の
特
集
を
組
む

に
当
た
り
、
戦
前
か
ら
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
に
加
わ
り
、
現
在
も
黒
色
戦
線
社

を
主
宰
し
て
ア
ナ
キ
ズ
ム
・
．
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
出
版
を
中
心
に
旺
盛
な
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
大
鳥
英
三
郎
氏
に
面
会
し
、
一
九
六
九
年
の
発
煙
筒

に
よ
る
直
接
行
動
の
意
義
と
、
ア
ナ
キ
ス
ト
と
天
皇
制
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
述
べ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

以
下
の
聞
き
書
き
は
、
大
島
氏
の
快
諾
を
得
た
編
集
委
員
二
名
が
、
旧
ペ

平
遵
系
の
ベ
ト
ナ
ム
「
勝
利
」
記
念
集
会
が
行
わ
れ
た
日
の
午
後
．
蒲
田
の

エ
ン
‖
二
・
ビ
ル
　
（
大
島
氏
が
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
志
す
人
た
ち
の
共
学
の
場
と

し
て
開
放
し
て
い
る
も
の
）
に
訪
ね
て
聞
き
と
っ
た
こ
と
を
整
理
・
構
成
し

た
も
の
で
あ
る
。

2
　
大
島
氏
の
話

－
　
ま
ず
、
あ
の
発
煙
筒
事
件
自
体
に
つ
い
て
言
う
と
、
あ
れ
は
直
接
行

動
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
テ
ロ
ル
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
天
皇
お

よ
び
天
皇
制
の
存
在
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
打
倒
さ
れ
、
政
義
さ
れ
る
べ
き
も

の
だ
と
い
う
主
張
を
、
発
煙
筒
を
燃
や
す
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
明
示
す
る

と
い
う
こ
と
が
主
眼
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
後
で
出
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
『
天
皇
制
破
猿
へ
の
過
勤
』
以
下
単
に
『
渦
動
』
と
呼
ぶ
）
に
は
、
皇
居

薪
宮
殿
の
造
営
に
抗
議
し
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
宣
伝
す
る
た
め
の
ビ
ラ
を
ま
こ

う
と
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
ビ
ラ
（
『
渦
動
』
に
全
文
収
録
）
は
新
聞

に
折
込
み
ビ
ラ
と
し
て
入
れ
た
も
の
の
余
り
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、
ビ
ラ

を
ま
く
こ
と
よ
り
も
発
煙
筒
を
燃
す
こ
と
に
よ
っ
て
抗
議
の
意
志
を
強
く
主

張
し
た
い
と
考
え
て
h
た
わ
け
で
す
。

－
そ
も
そ
も
最
初
は
、
私
と
一
緒
に
行
動
し
た
K
君
が
、
彼
は
黒
色
戦

線
社
の
一
員
で
し
た
が
、
父
親
を
天
皇
の
名
で
行
わ
れ
た
戦
争
で
奪
わ
れ
、

自
分
は
片
親
と
い
う
こ
と
で
生
活
を
か
な
り
脅
か
さ
れ
続
け
て
い
る
の
に
、

当
事
者
で
あ
る
天
皇
は
何
の
責
任
も
と
ら
ず
に
、
い
ま
だ
に
国
民
の
上
で
生

き
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
個
人
的
に
抗
議
す
る
た
め
に
、
手
製
の
爆
弾

を
作
り
、
そ
れ
を
明
治
天
皇
陵
か
ど
こ
か
に
仕
掛
け
よ
う
と
し
て
い
た
も
の

で
す
が
、
私
が
、
そ
れ
で
は
単
な
る
テ
ロ
ル
に
し
か
な
ら
ず
、
運
動
に
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
、
必
ず
健
の
人
々
が
注
目
す
る
よ
う
な
方
法
で
、
現
存
す

る
天
皇
の
眼
前
で
抗
議
行
動
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
－
般
参
賀
の

日
に
行
っ
た
わ
け
で
す
。
入
日
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
個
人
的
に
行
動
す

る
よ
り
も
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
運
動
と
い
ぅ
自
覚
を
も
っ
て
、
最
も
効
果
的
に

運
動
の
礎
石
を
築
く
た
め
に
行
動
の
目
標
と
方
法
を
変
更
し
た
わ
け
で
す
。

－
私
は
、
天
皇
個
人
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
天
皇
制
に
対
す
る
抗
議
行

動
が
、
そ
れ
以
外
の
運
動
、
た
と
え
ば
労
働
運
動
や
反
戦
運
動
、
住
民
運
動

な
ど
よ
り
も
優
先
し
な
い
も
の
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
そ
う

し
た
運
動
の
過
程
で
天
皇
制
を
糾
弾
し
続
け
て
も
、
そ
れ
が
天
皇
制
を
打
倒
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し
、
敵
襲
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
楽
観
的
な
考
え
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
天
皇
個
人
に
対
す
る
抗
議
な
り
攻
撃
よ
り
も
、
天
皇
制
に
対
す
る
攻

撃
が
天
皇
制
を
倒
す
方
法
と
し
て
よ
り
有
力
で
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
運
動
も
重
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
、
天
皇
個
人
に
対
す

る
攻
撃
．
た
と
え
ば
私
た
ち
の
発
煙
筒
や
．
ハ
テ
ン
コ
玉
に
よ
る
攻
撃
、
あ
る

い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
天
皇
訪
欧
の
際
あ
っ
た
天
皇
に
ク
ソ
を
設
け
る
と
い
っ

た
攻
撃
の
つ
み
重
ね
に
よ
っ
て
天
皇
制
を
破
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
天
皇
や
そ
の
ー
族
は
、
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
、

ま
た
、
天
皇
制
と
い
う
制
度
は
私
た
ち
に
敵
対
す
る
が
人
間
と
し
て
の
天
皇

一
族
は
私
た
ち
と
は
敵
対
し
な
い
と
い
う
よ
う
に
考
え
続
け
る
こ
と
は
、
結

局
は
天
皇
制
を
破
襲
す
る
力
を
生
み
出
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
い
ら
は
、
発
煙
筒
事
件
の
裁
判
の
際
に
証
人
と
し
て
供
述
さ
れ
た

埴
谷
雄
志
さ
ん
の
考
え
と
は
違
っ
て
い
ま
す
。
『
渦
動
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、

埴
谷
さ
ん
は
「
天
皇
制
自
体
の
変
化
は
、
天
皇
制
だ
け
を
非
難
し
た
り
攻
撃

し
売
り
し
て
も
起
ら
な
い
」
　
「
天
皇
制
は
、
資
本
主
義
全
体
の
中
に
包
含
さ

れ
て
い
て
、
全
体
が
変
れ
ば
天
皇
制
も
変
わ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、

一
般
の
知
識
人
と
呼
ば
れ
ろ
人
々
も
そ
う
し
た
考
え
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
資
本
主
義
に
対
し
て
も
、
天
皇
制
に
対
し
て
も
、
総
体
と
し
て

抽
象
化
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
実
体
を
攻
撃
し
な
け
れ
ば
、

そ
れ
ら
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
と
の
関
連
か
ら
、
－
連
の
企
業
爆
破
は
、
攻
撃
目
標
を
資
本
の
実
体
で

あ
る
企
業
に
お
い
た
と
い
う
意
味
で
評
価
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

－
　
日
本
の
ア
ナ
キ
ス
ト
と
天
皇
制
と
い
う
こ
と
で
は
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の

運
動
は
不
十
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
天
皇
制
と
い
う
の
は
、
日
に
見
え
る

形
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
生
活
の
申
に
ま
で
入
っ
て
い
ま
す
。
ア

ナ
キ
ス
ト
の
側
か
ら
す
ら
、
天
皇
制
ア
ナ
キ
ズ
ム
な
ど
と
い
う
こ
と
が
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
で
も
完
全
に
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
よ
う
で
す
が
、
そ
う
し
た
中
で
天
皇
が
蔑
ろ
と
の
ぅ
の
は
、
権
力
に

つ
い
て
の
理
解
な
り
認
識
な
り
が
不
完
全
な
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

明
治
以
後
の
教
育
な
り
民
族
主
義
的
な
発
想
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
旧
い

ア
ナ
キ
ス
ト
に
は
、
天
皇
に
対
し
て
特
別
の
感
情
を
、
い
わ
ば
畏
敬
の
念
に

近
い
も
の
で
し
ょ
う
が
、
持
っ
て
い
る
人
た
ち
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
風
潮
を
打
破
し
な
い
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
本
来
の
運
動
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
ど
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
権
藤
成
郷
は
、
大
化
の
改
新
に
帰
り
、
共
同
体
社
会
を
作
る

ぅ
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
大
化
の
改
新
に
帰
る
と
い
う
こ
と
は
天
皇
を
温

存
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
こ
こ
か
ら
天
皇
制
共
産
主
義
な
い
し
天
皇
制

ア
ナ
キ
ズ
ム
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
の
権
藤
と
影
響
し
あ

っ
た
岩
佐
作
太
郎
も
、
天
皇
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
し
、

石
川
三
四
郎
や
八
太
舟
三
、
あ
る
い
は
近
藤
憲
二
と
い
っ
た
人
々
、
ま
た
戦

後
で
い
え
は
ア
ナ
キ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
人
々
の
う
ち

の
一
部
な
ど
に
、
天
皇
に
つ
い
て
直
接
抗
議
行
動
を
す
る
と
と
を
は
ば
か
る

よ
う
な
感
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
古
く
は
宮
下
太
吉
、
幸
徳

秋
水
、
大
杉
栄
な
ど
か
ら
近
く
は
秋
山
清
氏
、
大
沢
正
道
氏
な
ど
の
人
々
は
、

天
皇
制
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
私
た
ち
と
敵
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
主
張
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
、
天
皇
と
天
皇
制
に
つ
い
て
の
議
論
を
も
っ
と
煮
つ
め

る
一
方
、
そ
の
打
倒
・
破
壊
の
た
め
に
は
ど
う
い
う
行
動
が
必
要
で
あ
る
の

か
を
考
え
、
そ
の
行
動
の
渦
を
拡
大
し
て
行
く
努
力
が
も
っ
と
強
力
に
推
進

さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

－
　
今
回
の
天
皇
制
に
つ
い
て
の
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』
誌
の
企
画
は
非
常
に
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重
要
な
も
の
蕪
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
人
た
ち
に
も
ど
ん
ど

ん
天
皇
制
に
つ
い
て
論
議
し
、
行
動
す
る
よ
う
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
行
動
が
な
け
れ
ば
敵
を
打
倒
し
、
破
壊
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

討
た
、
そ
う
し
た
行
動
を
支
援
し
、
運
動
と
し
て
拡
大
し
て
行
く
こ
と
も
必

要
で
す
。
私
の
話
が
、
そ
ぅ
し
た
運
動
を
形
成
す
る
ぅ
え
で
、
い
く
ら
か
で

も
若
い
人
々
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

㌻
特
集
　
　
天
皇
制
の
解
体
と
は

天

　

皇

　

制

　

と

　

教

　

育

序

こ
の
七
月
に
開
幕
し
た
沖
縄
海
洋
博
の
た
め
に
＜
名
誉
総
裁
V
で
あ
る
皇

太
子
、
美
智
子
妃
が
初
め
て
沖
組
を
訪
れ
た
。
南
部
戦
跡
地
の
「
ひ
め
ゆ
り

の
塔
」
に
着
い
た
時
、
反
対
派
の
人
達
に
よ
っ
て
火
炎
ピ
ン
を
投
げ
つ
け
ら

れ
先
の
で
あ
っ
た
。

沖
紀
が
第
三
次
流
球
処
分
に
よ
っ
て
米
国
か
ら
返
還
さ
れ
て
日
本
政
府
の

支
配
下
に
お
か
れ
る
ま
で
、
沖
縄
に
住
む
人
々
の
多
く
は
天
皇
に
対
し
て
、

来
沖
縄
を
叫
び
続
け
て
き
た
と
い
う
。

天
皇
の
た
め
、
日
本
国
の
た
め
と
信
じ
て
死
ん
で
い
っ
た
幾
万
の
人
々
の

戦
跡
、
慰
霊
碑
に
参
っ
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
日
本
の
復
興
と
ひ
き
か
え
に
基

地
の
島
に
さ
れ
た
沖
組
全
土
を
見
て
ほ
し
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
沖
縄
民
衆
の
人
々
の
真
意
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
今
回

の
皇
太
子
訪
沖
は
、
戦
後
初
め
て
の
注
目
す
べ
き
＜
行
幸
＞
？
∴
で
あ
っ
た

わ
け
で
、
火
炎
ピ
ン
の
歓
迎
ぐ
ら
い
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
し
当
然
で
も

文

　

　

明

ある。と
こ
ろ
で
本
題
に
入
る
と
、
こ
の
天
皇
と
の
ぅ
存
在
は
最
も
難
か
し
い

「
教
育
材
料
」
で
あ
る
。
人
間
は
皆
平
等
だ
と
教
え
る
そ
ぼ
か
ら
日
本
国
憲

法
下
、
特
別
な
存
在
で
あ
る
天
皇
を
教
え
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

文
部
省
＝
指
導
要
領
の
遂
行
監
督
者
で
あ
る
校
長
、
教
頭
と
、
出
版
社
に

対
す
る
文
部
省
の
圧
力
、
文
部
省
と
わ
さ
の
自
主
規
制
で
作
ら
れ
た
教
科
書

と
の
間
で
教
師
は
生
徒
に
何
を
、
ど
う
教
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
授
業
空
間
の
み
で
な
く
、
日
常
の
教
育
の
場
、
全
て
に
亘
っ
て

影
を
落
と
す
天
皇
制
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

1
　
教
科
書
に
表
わ
れ
た
「
天
皇
」

教
科
書
に
お
け
る
、
具
体
的
な
天
皇
制
の
浸
透
を
意
図
し
た
教
育
素
材
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
ぅ
仮
説
を
た
て
て
教
科
書
を
検
討
し
て
み
る
と
、

そ
の
記
述
の
案
外
少
な
い
の
に
と
ま
ど
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。


